
GOOD CYCLE BUILDING 001
淺 沼 組 名 古 屋 支 店 改 修 P J
GOOD CYCLE BUILDING is an office that contributes to management 
and business by creating a good cycle for people and the earth in an era 
where it is not necessary to have an office.
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建築はマテリアルフローの通過点、「材料貯蔵庫」としての側面を持つ。材料がアップサイクルされ使い続けられるには、自然
素材は、人工素材とは分離できる形で、その後の転用可能性を最大化するように使用し、いずれは土に還すように用いることが
重要である。人工材料については、既にあるものの特性を最大限生かすとともに、加工によって新たな素材に生まれ変わらせる
ことも必要だ。本プロジェクトは、このような都市における新たなマテリアルフローの要として建築物を再構築するとともに、
光や風、土や木、そして植物といった変化する自然と繋がるデライトフルな環境とすることで、人にも地球にもよい循環の中に
建築を位置付け直す試みである。

都市における「循環」の中に建築を位置づける 木 | 持続可能な森からの木を／転用可能性を高めながら／端材まで使い切る
奈良県吉野林業の木材をふんだんに採用。天井や床、ベランダのデッキ材などに用いられた吉野杉は、自然のデ
ザインをそのまま活かした使い方とした。さらに、通常廃棄されてしまう木の皮や枝木の部材を使って家具を製
作し端材はプロダクト化した。建物の中で完結せずに、建築が地域の循環を生むということも実現できた。
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西側ファサード 矩計図 1:60

淺沼組の自社ビルである築 30 年を経過した名古屋支
店を改修したプロジェクト。敷地は愛知県名古屋市
中村区名駅南３丁目の一角（名古屋駅より車で 7 分
程度）。敷地西側は道路を挟んで高速道路に面し、そ
れ以外の 3 面は建物と隣接している。元のビルの西
正面は、ガラス張りでブラインドが常時おりていた。

環境配慮型リニューアル
総合建設会社・淺沼組が推進する「人間にも地球にもよい循環」をつくる『GOOD 
CYCLE BUILDING』の第一弾として、自社ビルである築 30 年を経過した名古屋支店
を環境配慮型リニューアル。

西側正面では既存の壁面を
2.5m セットバックし、全階
にベランダを計画。ファサー
ドには樹齢 130 年の吉野杉
の丸太を使用し、未乾燥のま
ま背割りを入れ、、仮設クレー
ンによる丸太の取り外しも可
能とした。丸太の列柱と植栽・
深い軒に包まれた空間は、西
日を和らげ、前面に通る高速
道路や都市とのバッファー空
間としても機能。

自然とのインターフェース
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都市の貯木場としてのファサード

製材時の端材を最小限にするため、1 本のスギから取れる可能な限り大き
な径の丸太を使用。木材乾燥を行わず、取り外し可能なようにファサード
に取り付けた。ここで自然乾燥させ、次の改修時期には家具などに転用予定。

転用可能性を考慮したデザイン 端材を活用した家具・プロダクト

木のテラゾー天板 香りのプロダクト
ウッドチップ端材端材・土・枝葉製材

持続可能な管理をしている吉野の森から

淺沼組と古くからつながりがあり、持続可能な管理をしている奈良県吉野
の森からの木材を採用した。ファサードの丸太には、淺沼組と同じ年月を
経た樹齢約 130 年の吉野杉を使用した。

アップサイクル | 既存躯体・材料・都市のゴミを再資源化する

土 | 建設残土 12t をアップサイクルする／ユーザー参加でつくる

ユーザーのプロセス参加／ユーザー参加による新しい表現土の活用法の試行

今回のプロジェクトでは、淺沼組の携わる同県内の現場から出た建設残土を使用し、内外の床・天井や家具といっ
た様々な用途における土の活用法を試行した。また、「社員たちが自ら塗る」ことで、建物に愛着を持ち、より
大切に使い続けることを目指した。土壁の特徴は、調湿性に優れ、脱臭・断熱・保温の効果も期待できる。

不純物を加えない建設残土の資源化

既存建物で使用されていた石材は、内装の面材としての再利用や、石膏で固めて面材とし、家具の材料に転用し
た。また、廃プラスチックを粉砕し熱して固めた面材と既存家具を組み合わせたり、再生ポリエステル糸で編ま
れたニットで既存家具を包むなど、都市で発生するゴミを資源として活用する試みも行った。

PET ボトル

PS（ポリスチレン） 「アップサイクル・デスク」

「アップサイクル・チェア」

＋

＋

既存デスクPS フレーク

既存チェア再生ポリエステル糸トイレの仕上げ材として使用

応接室の家具として使用

＋

既存建物の仕上 きれいに剥がせた石材

石膏で固め
削ったテラゾ

きれいに剥がせな
かった石材を粉砕

既存応接セット

都市のゴミの再資源化×既存家具既存材料の活用

土 くん炭 砂大ワラ 弁柄ワラスサ
建設残土はガラ混じりで産業廃棄物だった「ふるい分ける」行為によって再資源化可能

羽柄材ローテーブル / ベンチ / ソファ

Before After

光と風へのアクセシビリティを高める空間改変

執務室の通風・昼光の解析

３- ６階 執務室１- ２階エントランスホール

PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500

多目的 更衣室

応接室1

エントランスホール 階段（増築）

ドライエリア

設備架台
EVホール・廊下

応接室2  応接室3

女子
WC

EV

1F PLAN 1/400

資料室

静寂ブース

EVホール・廊下

執務室

EV

ベランダ

6F PLAN 1/400

2 階の床を一部撤去し吹き抜け
とした。エントランスホールに
は 3 つの応接室が隣接し、建設
残土を再利用し突き固めた還土
ブロックで仕切られる。新設の
階段室にはトップライトを設け、
自然光を取り入れるとともに、
排煙窓としての役割も担う。

開閉可能な窓に変更し、明るく、
風通しのよい執務空間とした（自
然光が届きにくい場所に倉庫を配
置）。また、トイレをコアから分
離して既存開口が廊下に面するよ
うにし、執務室間との間仕切り壁
をガラスパーティションとし、廊
下を明るい空間とした。

自然通風の解析 昼光利用の解析
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■ 風速・風向の解析 / 南からの風による風環境（6 階）

解析ソフト：FlowDesigner

　入力風向：南からの風

　入力風速：高さ 17.9 m において 2.1 m/s

　対象区域：大都市中心部

夏期の卓越風である南からの風によって、南面・東面から風が流れ込み、西側の大開口から風が抜けて

いく流れが生じる。事務室には 0.3~0.5m/s 程度の心地よい風が流れ、換気回数は約 54 回 /h との試算と

なった。
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■ 机上面照度の解析 / 昼光のみによる光環境（9/21 12:00, 晴天＠6 階）

解析条件

　解析エンジン：Radiance

　気象データ：IWEC 気象データ ,  Nagoya

　解析日時：9/21 12:00, Perez Sky

　　　　　　（GHI=817 W/m2, 晴天）

　解析高さ：6FL+700mm

N

事務室南側では、昼光のみで 1,000 Lx 前後の十分な明るさを確保。西側のベランダ沿いも 500Lx 以上の

明るい空間が分布している。北側の廊下も、随所に効果的に設けられた開口と事務室側からの採光によっ

て昼光のみでも 100Lx 前後の照度が確保されている。

南からの風を想定し CFD 解析を行った
結果、南面・東面から風が流入し、西
側の大開口から風が流出。執務室には
0.3~0.5m/s 程度の心地よい風が流れ、
換気回数は約 54 回 /h と、十分な自然
通風が可能であることがわかった。

解析ソフト：FlowDesigner
入力風向：南からの風（夏季を想定）
入力風速：高さ 17.9 m において 2.1 m/s
対象区域：大都市中心部

昼 光 の み で、 執 務 室 南 側 で 1,000Lx 前
後、西側のベランダ沿いにも 500Lx 以
上と十分な明るさを確保できることが
わかった。北側廊下も、随所に設けた開
口と事務室側からの採光によって 100Lx
前後の照度が確保されていた。

解析エンジン：Radiance
気象データ：IWEC 気象データ , Nagoya
解析日時：9/21 12:00, Perez Sky （GHI=817 W/m2, 晴天）
解析高さ：6FL+700mm
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■ 机上面照度の解析 / 昼光のみによる光環境（9/21 12:00, 晴天＠6 階）

解析条件

　解析エンジン：Radiance

　気象データ：IWEC 気象データ ,  Nagoya

　解析日時：9/21 12:00, Perez Sky

　　　　　　（GHI=817 W/m2, 晴天）

　解析高さ：6FL+700mm

N

事務室南側では、昼光のみで 1,000 Lx 前後の十分な明るさを確保。西側のベランダ沿いも 500Lx 以上の

明るい空間が分布している。北側の廊下も、随所に効果的に設けられた開口と事務室側からの採光によっ

て昼光のみでも 100Lx 前後の照度が確保されている。
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＊ DECCデータベースの中で本建物と同一条件（6地域の
事務所ビル, 電力のみ使用）の1242件を抽出し月別に平
均したもの。抽出物件のデータは2006~2017年

ｰ68% ｰ64% ｰ53% ｰ46% ｰ52% ｰ59% ｰ69% ｰ73% ｰ70%
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パッシブ改修とその効果
断熱改修を行うとともに、窓面の後退や庇の追加等によって日射遮蔽性能も改善し、大きく外皮性能を向上させた。加えて、
土・木・植物といった自然物に囲まれる環境とすることで、建物居住者の快適性や健康に配慮し、WELL 認証ゴールドを取得。
その効果は本建物勤務者に対して実施中の健康増進効果の検証や、温熱環境の実測によっても確認された。

既存躯体活用と自然素材利用により、新築と比べ、建設時の CO2 排出
量を約 85% 削減、運用時の CO2 排出量も旧社屋の 50% 以下となった。

00

省エネルギー性能

建物の断熱、省エネ性能の向上を図る事による空調負荷の削減を行った。
サッシについては性能を向上し日射負荷の軽減。ガラス面通過熱負荷を軽減させる為にlow-E複層ガラス に
変更した。西側のカーテンウォールは日射負荷が高く、既設の建物ではブラインドを常時閉鎖した状態とな
っており昼光の利用が困難な状態であった為、窓面を2.5ｍ程セットバックし日射負荷の軽減を計ると共に、
昼光の利用も促進できる様に改修をおこなった。
躯体についいては断熱性能が低い為、外壁面は吹付硬質ウレタンフォームt60㎜を採用し、熱透過損失を軽減
した。
上記、改修内容を行った上で負荷計算を実施した結果、既設建物の空調負荷から約30％削減された。
南面のサッシも上記改修を行い 、南面でありながら冬場はブラインドなしでも昼光の利用、日射による暖房
効果を得る事ができる様になった。事務所エリアのサッシの床面積比が20～25％以上確保できている事によ
り、省エネ計算の数値向上にも寄与している。

00. 設備計画

タスクアンビエント及び昼光制御（WiLIA無線調光）

・プロパンガス発電機事務所エリアの照明器具は机上でのJIS規格である平均照度500Lxまで抑制し、机上にはデスクライトを設置し机上
では1000Lx以上確保できる計画とした。また無線調光システムにより器具一台ごとにアドレスを設定し、明るさ

屋上設備機器置場に設置。
非常用(保安用)発電機としては石油系の燃料を利用するのが
一般的だが、石油系の燃料は危険物に該当する為設置するの
に制約も多く、燃料タンクの保管場所の確保が改修工事では
難しい。さらに本物件においては、水位が高い上地階もある
為地下に設置することも困難であった。そのため、危険物に
該当しないプロパンガス発電機を採用。規制が少なく、交換
も用意であるとともに、環境配慮にも寄与している。

・中水利用

上水系統(飲料水系統)は直結増圧式給水方式にて計画、中水
系統(雑用水系統)は受水槽加圧給水方式にて計画。プロパン
ガス発電機により、災害時も2日間は中水系統のポンプは稼
働できる様に計画。災害時にはトイレの水は2日間程度利用
可能。

照明器具は主照明を従来のルーバー付きの器具ではなく保守率の高いグレアセーブ型とし、より省エネ効果が発
揮できる計画とした。廊下・トイレはセンサーとし、不要な時は消灯する事により無駄を無くす計画とした。

空調・換気計画

WELL認証基準の温熱環境を満足させる快適性の確保、ZEBreadyを取得する為の空調･換気機種の選定を行った。
空調機は事務所エリア（3～6階）ではDESICAシステムを採用。外部から入ってくる空気の潜熱分を夏場は除去、
冬場は補填する事により相対湿度を冬場は40％以上、夏場は60％以下に保ち、室温状態を通常よりも2～3度夏場
は下げ、冬場は上げても快適性を維持できる様にして省エネを計った。事務所エリア以外では快適な湿度維持の
為にふんだんに土壁を用いての吸放湿効果を利用し年間を通じて安定した湿度状態を維持している。
空調室外機は上記の潜熱負荷の軽減を生かして、高顕熱型に改装し大幅に消費電力を削減した。
事務所エリアの空調室内機はセンシング機能付きとしセンサーによる在室管理を行い、不在時は空調機を停止し
無駄な運転を抑制。配置は25㎡程度のグリッドで包含し細かい空調管理ができる様にすることで快適性にも配慮
した計画としている。

BCP対応

駐輪場
車路・駐車場

上水

中水

設備機械室

多目的便所

給湯コーナー

女子便所男子便所

給湯室

女子便所男子便所

女子便所男子便所

給湯

ラウンジ屋外階段

屋外階段

屋外階段

テラス

テラス

テラス

Ｍ

消火水槽

 － 

センサー制御を行い昼間は昼光を利用する事による省エネを行う。

約 10％の省エネ

明るさ一定制御で初期の
余分な明るさをカット

点灯初期 寿命末期

設計照度

外光活用による省エネ 10％
+

明るさ一定制御による省エネ 10％

20約
省エネ

％

EVホール・廊下

EV

テラス

UP

DN

UP

DN

静寂ﾌﾞｰｽ

MWC

支店長室
顧問室

事務室

WWC

： ダウンライト

： LEDベースライト
： スポットライト(配線ダクト取付)

： 明るさセンサ付インターフェイス

外光 外光

調光 T/U 付明るさセンサー（電波式）

外光活用

明るさ
一定制御

基準 設計
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0.0
空調設備 換気設備 照明設備 全体

49％削減

25％削減

68％削減 52％削減

調光率

外光活用による照明制御

昼光イメージ

約 10％の省エネ

７時 13 時 19 時

明
る
さ

配管系統図

プロパンガス発電機

一次エネルギー消費量削減効果

+

高顕熱形ビル用マルチ（改修対応）

湿度（顕熱）処理

省エネ性向上

ランニングコスト低減　

システムエネルギー効率
約 21% 向上 （従来システム比）

最大約 28% 削減
（フィールド試験実測値）

湿度（潜熱）処理

ハイブリッド式 水配管レス調湿外気処理機

快適性向上（湿度コントロール）　

水配管レス調湿

安定した除湿運転　（28℃ 50%RH 相当）
建築物衛生法クリア（22℃ 40%RH 相当）

（フィールド試験実測値）

無給水加湿、無排水除湿
メンテの負担を軽減

「水漏れ」の心配なし

湿度調整によるクールビズ・ウォームビズが実現

DESICAシステム

外皮性能の向上｜躯体断熱＋高性能サッシ・ガラス

PAL* の比較（BPI）
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＊ DECCデータベースの中で本建物と同一条件（6地域の
事務所ビル, 電力のみ使用）の1242件を抽出し月別に平
均したもの。抽出物件のデータは2006~2017年

ｰ68% ｰ64% ｰ53% ｰ46% ｰ52% ｰ59% ｰ69% ｰ73% ｰ70%
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外皮性能

①断熱施工の様子
②西面の熱橋対策
③西面の木製サッシ
④南面への庇追加

外壁は吹付硬質ウレタンフォーム t60 ㎜とし、外壁からの熱損失を低減。熱橋を
極力無くすように断熱範囲を検討した。また、既存のサッシ・ガラスを木製サッ
シ / 高断熱型金属サッシや Low-E ペアガラスに交換することで、断熱性能を大き
く向上させるとともに、夏季の日射熱取得を低減させた。加えて、窓面の後退と
庇の追加で、日射遮蔽性能も向上させた。

省エネ基準から負荷を大幅に削減

① ②

③ ④

室内温熱環境の比較｜実測による検証
冬季代表日

健康増進効果の検証｜疲労度評価計測法による検証

〈介入群〉名古屋支店勤務　34 名  〈対照群〉九州支店勤務　33 名
※「労働時間」の変化がみられなかった者を抽出

名古屋支店への引越し前後で健康調査を実施。認知機能検査の回答数を分析したと
ころ、名古屋支店では引越し後に有意に回答数が増加、認知機能の向上が見られた
といえる。

改修前の 2020 年実測時の最暑日／最寒日、および改修後の実測においてそれと外気温等の条
件が等しい日を、夏季／冬季の代表日として選定した。

夏季の朝方の最低室温は、改修前の 27℃程度に対し、改修後は 25℃程度と約 2℃
の低下が見られた。一日の室温変動が小さく、夜間の室温上昇も抑えられている。

改修前後の執務室温熱環境の比較。冬季は夜間の冷え込みが厳しく、朝方の非
空調時の最低室温は、改修前の 15℃程度に対し、改修後は 20℃程度まで上昇し、
温熱環境が大きく改善された。一日の室温変動、夜間の室温低下も小さい。
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＊ DECCデータベースの中で本建物と同一条件（6地域の
事務所ビル, 電力のみ使用）の1242件を抽出し月別に平
均したもの。抽出物件のデータは2006~2017年
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設備計画とその効果｜エネルギー消費量

設備計画とその効果｜ CO2 排出量の評価

空調・換気計画ではデシカント空調を採用。照明計画では、タスクアンビエント照明と昼光制御で省エネ化。結果、建
物全体の 1 次エネルギー消費量を省エネ基準から 52％削減し、ZEB ready 達成。
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1242件を抽出し月別に平均したもの。抽出
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外 気 の 潜 熱 分 を 夏 場 は 除
去、冬場は補填する事によ
り、室温を夏は通常よりも
2 ～ 3 度下げ、冬は上げて
も快適性を維持できる様に
して省エネ化。

執務室の照明器具は机上
で の JIS 規 格 で あ る 平 均
照 度 500Lx ま で 抑 制 し、
机上にはデスクライトを
設 置 し 机 上 で は 1000Lx
以上確保できる計画とし
た。

空調・換気計画｜デシカント空調

1 次エネルギー消費量の試算｜省エネ基準からの削減率
PAL*・空調・換気・
照明のどれも基準 1
次エネルギー消費量
より小さくなり、建
物全体としても省エ
ネ基準の半分以下と
なり ZEBready 達成。

非住宅建築物の
エネルギー消費
量 等 の デ ー タ
ベース DECC で
同条件の建物と
比較、改修後の
電力消費量は、
DECC 平均と比
べて各月でとて
も小さかった。

既存躯体や自然素材
をできる限り活用し
た 結 果、 建 設 時 CO2
排 出 量、 運 用 時 CO2
排出量ともに大幅に
削 減 さ れ る 試 算 と
なった。

照明計画｜タスクアンビエント＋昼光制御

電力消費量の実績値の分析｜ DECC データベースとの月別比較

１階エントランス 東を見る ６階 執務室 東を見る

１階エントランスホール 東を見る（奥にはトップライト付き新設階段） ６階 執務室 東を見る（右奥が倉庫）

　運用時 CO2 排出量の比較 建設時 CO2 排出量の比較

夏季代表日

Before Before

７階 大会議室 ８階 ホール

EVホール・廊下

大会議室 会議室トーク

ルーム
リフレッシュ

スペース

EV

ベランダ

7F PLAN 1/400

ホール

倉庫

PS

神社

テラス

上部トップライト

EV

8F PLAN 1/400 PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500PLAN  S=1:500

8 階 の 床 ス ラ ブ を 一 部 除 去 し、
7 階の天井を南に向かって高く
し、南への眺望と冬季の日射を
存分に取得できるようにした。
会議室・トークスペースとの間
仕切壁はユーザー参加型ワーク
ショップにて仕上げた「土投げ
つけ仕上げ」。

7 階の天井を南に向かって高く
することで 8 階の床を階段状に
した。屋根スラブは一部除去し、
トップライトを設け、外のよう
な明るい空間とした。人工芝だっ
た屋上テラスには、多種多様な
植物を配し、社員が楽しめるテ
ラス空間とした。

８階ホール 西を見る７階 大会議室 西を見る

８階ホール　西を見る（奥には屋上テラス）７階 大会議室 西を見る（奥にはトークスペース )
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正面からの丸太とベランダの緑、腰壁の赤、のコントラストが青空に映えて美しい。また、屋内においてもエントランス
ホール・ラウンジ・共用部などの壁や床を土でデザイン性豊かに仕上げている。

改修前は全面ガラスのカーテンウォールのオフィスであり自然をかじることは非常に少なかったが、改修により木や土、
植栽などの自然素材をふんだんに取り入れて、オフィスにおける自然素材との調和を飛躍的に向上および実感させている。

ファサードに配した杉丸太の列柱は、上階になるほど径が徐々に細くなり、一本の立ち木が伸びているさまを想起させる
独創的なデザインである。

本建物のような外観のビルは周囲には見当たらず、たとえば「丸太のビル」のような愛称とともに、本地域における象徴
性を獲得していくことを想像している。

外観的には、植栽の季節ごとの成長や実生などによる変化（適した種の選択も含めて）が楽しめる。言い換えれば、時間
をかけて育てていく余地をあえて残しているといえる。

執務階では、共用部との界壁をガラスに変更して見通しを良くするとともに開放感をもたせた。また、静寂ブースの設置、
スタンディングデスクの設置、PC の画面の高さ・手元の明るさ・送風を各自で調整できる器具を用意した。

空調・換気計画では、デシカント空調を採用することで快適性を維持しながら省エネ化した。外皮性能の向上と合わせて
空調負荷を 30％削減できる試算となった。照明の工夫なども併せ、建物全体で ZEB Ready を達成した。

既存壁面を 2.5m セットバックし、全階にベランダ空間を設けることで、半外部空間により日射や交通騒音をコントロー
ルし、また、植栽や木材による新たなリフレッシュ空間を提供した。

土壁には自然素材の材料のみを用い、躯体を見せる部分の仕上げ材には溶剤を使わない材を使用したことで、溶剤臭をほ
とんど感じない。これは「居ながら改修」の場合だとより効果（安全性）を発揮できる。

築 30 年以上の、オフィスビルを全面改修したビル全体で、WELL 認証のゴールドを取得したのは日本初（2022 年 9 月時点）
であることから、機能面での先導性は非常に優れている。

改修に当たっては、既存躯体・空間を活用し、自然の光・風に対するアクセシビリティを高める改変を行い、新たに加え
る材料は可能な限り土や木などの自然素材とすることで環境負荷低減に取り組んだ。

CO2 排出量削減の観点では、同じ規模の建物を建て替えた場合と比べて、今回の改修では、85％の CO2 排出量削減となり、
資源消費の面で大きく貢献できたと考えている。

外観的にも木と緑を感じられ、地域環境への貢献度は高いと考えている。また、建物正面の高速道路上からも本建物のファ
サードが見えるので、地域のランドマーク的な位置づけでも貢献していると考えている。

海外のデザイン賞（Sky Design Award  および Dezeen award）においてともに shortlist に選出され、高く評価されている。
また、国内でもグッドデザイン賞 2022 において、グッドデザイン・ベスト 100 を受賞した。

築３０年以上の、オフィスビルを全面改修したビル全体で、WELL 認証のゴールドを取得したのは日本初（2022 年 9 月時
点）であることから、社会軸（環境）での先進性は非常に優れている。

全面建て替えではなく、改修を選択したことで、工事のイニシャルコストは大きく抑制できている。

ZEB Ready を取得し、運用時のエネルギー消費を大きく抑えている。建物の使い方が少し変化しているので、改修後も各
種実測をしながら、効率的な運用を模索するとともに、実効面積当たりでの比較を検討中である。

植栽について、職員でも簡単に水やりができるように、プランタや水位計に工夫を施している。また、土壁については、
職員がワークショップで仕上げに関わったことにより、その施工とメンテナンスにユーザーが関わりやすい仕掛けを行っ

改修前に実施した当社独自の手法による躯体調査により、部位ごとの余寿命を簡便に推定し、今後も 70 年程度の使用に
おいては十分に健全な状態が維持できることを確認している。

上記のように躯体の耐久性および維持管理の仕組みなどから、LCC においても、従来の手法による通常の改修や全面建て
替えの場合よりも今回の環境配慮型リニューアルはかなり有利であると考えている。

建物名称： 
主要用途：

所在地：

構造：
階数：

最高高さ：
延床面積：

施工年：

設計者：

施工者：

  建築概要
淺沼組 名古屋支店 
事務所
愛知県名古屋市中村区
名駅南 3-3-44
鉄骨造
地下１階・地上 8 階
31 ｍ
2779.64m²
既存 1991 年　
改修 2021 年 9 月
川島範久建築設計事務所＋
淺沼組
淺沼組

評価表

１F エントランスホール

２F ラウンジ

６F ベランダ

８F ホール７F 大会議室

６F 執務室

屋内階段外部階段

１F 応接室 1　木の部屋

１F 応接室 2　土の部屋

１- ２F 増築階段
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